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【【ローソク足とはローソク足とは】】

ローソク足は相場のトレンドを客観的に捉えるのに便利です。ローソク足は相場のトレンドを客観的に捉えるのに便利です。
週足や月足など、長い期間の値動きを一度に見ることでそのトレンドがつかめ、分足など週足や月足など、長い期間の値動きを一度に見ることでそのトレンドがつかめ、分足など
で短期の値動きを見ると、短期トレンドの流れを大まかに掴んでいただけます。で短期の値動きを見ると、短期トレンドの流れを大まかに掴んでいただけます。

【【ローソク足の見方ローソク足の見方】】

ローソク足（ローソクあし）は、単位期間中（ローソク足（ローソクあし）は、単位期間中（11日、日、11週間、週間、11ヶ月）にヶ月）に

初めに付いた値段を初めに付いた値段を 【【始値始値】】
最も高い値段を最も高い値段を 【【高値高値】】
最も安い値段を最も安い値段を 【【安値安値】】
最後に付いた値段を最後に付いた値段を 【【終値終値】】

とし、この四種の値段（四本値）をローソクと呼ばれる一本の棒状とし、この四種の値段（四本値）をローソクと呼ばれる一本の棒状
の図形に作図し、時系列に沿って並べたグラフです。の図形に作図し、時系列に沿って並べたグラフです。
またチャートとご覧いただくと、赤の四本値と青の四本値がありままたチャートとご覧いただくと、赤の四本値と青の四本値がありま
すすが、が、
始値よりも終値が高い始値よりも終値が高い【【陽線（ようせん）陽線（ようせん）】】、、
始値よりも終値が安い始値よりも終値が安い【【陰線（いんせん）陰線（いんせん）】】

《《チャートの種類チャートの種類》》
・・ 一日の値動きを表しているものを一日の値動きを表しているものを 【【日足日足】】
・・ 一週間の値動きを表しているものを一週間の値動きを表しているものを 【【週足週足】】
・・ 一一ケケ月の値動きを表しているものを月の値動きを表しているものを 【【月足月足】】
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【【ローソク足の使い方ローソク足の使い方】】

ローソク足のチャート上に線を引いたものをトレンドラインと言います。ローソク足のチャート上に線を引いたものをトレンドラインと言います。

高値と高値を結んだものをレジスタンスライン（上値抵抗線）と言い、安値と安値を結んだものをサポートライン高値と高値を結んだものをレジスタンスライン（上値抵抗線）と言い、安値と安値を結んだものをサポートライン

（下値支持線）と言います。（下値支持線）と言います。

値段がそれぞれの線を突き抜けて上がったり下がったりしたときはトレンドの転換点になる場合が多いです。値段がそれぞれの線を突き抜けて上がったり下がったりしたときはトレンドの転換点になる場合が多いです。
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【【移動平均線・加重平均線とは移動平均線・加重平均線とは】】

移動平均線とは、一定期間の終値の平均値を求めて、その平均値を移動平均線とは、一定期間の終値の平均値を求めて、その平均値を繋げて繋げてつなげていったものが移動平均線とつなげていったものが移動平均線と
なります。一方、加重移動平均線は直近の価格に近いものほど重要度を大きくし、一定期間を平均したものです。なります。一方、加重移動平均線は直近の価格に近いものほど重要度を大きくし、一定期間を平均したものです。
直近に値段の比重を大きくしているため、移動平均線と異なり最近の動きに敏感に反応します。直近に値段の比重を大きくしているため、移動平均線と異なり最近の動きに敏感に反応します。
日足だと、一定日数の終値を合計してその日数で割って算出しそれをつなぎます。通常は短期と中期、長期の２日足だと、一定日数の終値を合計してその日数で割って算出しそれをつなぎます。通常は短期と中期、長期の２
～３本を組み合わせ利用します。～３本を組み合わせ利用します。

【【短期の移動平均線短期の移動平均線】】は短期的な相場の方向性を見るのに使いますは短期的な相場の方向性を見るのに使います
【【長期の移動平均線長期の移動平均線】】は長期的な相場の方向性を見るのに使いますは長期的な相場の方向性を見るのに使います

※※期間設定が短いと売買のシグナルが早く出るが、騙し（ブレ）が多くなります。また期間が長いと騙しは少な期間設定が短いと売買のシグナルが早く出るが、騙し（ブレ）が多くなります。また期間が長いと騙しは少なくく
なりますが、売買のシグナルは遅くなります。なりますが、売買のシグナルは遅くなります。

そして、移動平均線が右肩上がりになっていれば、現在の相場は上昇基調と見て、移動平均線が右肩下がりであそして、移動平均線が右肩上がりになっていれば、現在の相場は上昇基調と見て、移動平均線が右肩下がりであ
ればれば下落基調と見ることができます。下落基調と見ることができます。

【【計算方法計算方法】】

「移動平均線」「移動平均線」
例として、移動平均を例として、移動平均を55日の期間で計算する計算式を紹介します。日の期間で計算する計算式を紹介します。
CC＝当日の価格、＝当日の価格、C1C1＝前日の価格、＝前日の価格、C2C2＝＝22日前の価格、日前の価格、C3C3＝＝33日前の価格、日前の価格、C4C4＝＝44日前の価格日前の価格
55日間の単純移動平均＝（日間の単純移動平均＝（CC＋＋C1C1＋＋C2C2＋＋C3C3＋＋C4C4））÷÷55
「加重平均線」「加重平均線」
同様に、移動平均を同様に、移動平均を55日の期間で計算する計算式を紹介します。日の期間で計算する計算式を紹介します。
CC＝当日の価格、＝当日の価格、C1C1＝前日の価格、＝前日の価格、C2C2＝＝22日前の価格、日前の価格、C3C3＝＝33日前の価格、日前の価格、C4C4＝＝44日前の価格日前の価格
55日間の加重単純移動平均＝［（日間の加重単純移動平均＝［（CC××55））××（（C1C1××44））××（（C2C2××33））++（（C3C3××22））++（（CC４４××11）］）］÷÷［［55××（（55＋＋11）］）］÷÷22




